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特集：業務支援室の室員にとって「働くとはなにか？」

京都大学業務支援室
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室員

特集：業務支援室の室員にとって「働くとはなにか？」
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特集：業務支援室の室員にとって「働くとはなにか？」
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特集：業務支援室の室員にとって「働くとはなにか？」
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特集：業務支援室の室員にとって「働くとはなにか？」
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特集：業務支援室の室員にとって「働くとはなにか？」

　私が入社して約 2 年、 短い間でしたが色々な事を
学びました。入社時は他の室員さんは年下ばかりで
自分が溶け込めるか凄く心配でしたが、皆さんが気
さくだったので直ぐに溶け込むことが出来ました。
大変な仕事やきつい仕事もありましたが、皆で明る
く元気に乗り切りました。新しい室員が入ってきた
ら、今までの様に優しく包んであげてください。私
は新たな道を踏み出すことを決めました。これから
は業務支援室の一員では無くなりますが、皆さんの
近くにいます。皆さんが新しい一歩を踏み出すこと
を願っています　

（U.Y.　エネルギー科学研究科　労務補佐員）

　（京都大学で）仕事をしていくうえで大変だなと思ったのが、
コミュニケーションと協調性です。仕事は１人で作業して１人
で完結することは絶対にないので、どうしても他の人と関わっ
てくることがあります。１人ではなくみんなで仕事をしていく
という意識を持っています。また障害特性をしっかり具体的に
説明すること、説明できるように自分で自分をしっかり理解す
ることも大切です。私にとって（合理的）配慮はあくまでお守
りで、困った時にこれがあるから今頑張ろうと思えるようなも
のです。あまり（合理的）配慮を当てにせず、周りの職員に色々
尋ねたり質問したり自分が対応できることをしっかりしておく
と、長い目でみると自分の役に立ちます。　

（K.A.　学術研究展開センター　事務補佐員）

今年度、業務支援室から部局採用となった元室員からのメッセージ室員NEWS

　業務支援室では、業務支援室と各部署の障害者雇用で働く職員に「働き続けるために大切なこと」として、二
つのことを意識してもらっています。一つは障害の自己理解、もう一つは就労意欲です。「就労意欲」とは、働き
たいと思う気持ちです。これは人によって様々で、「スキルアップしたい」、「仕事を通じてやりがいを感じたい」、「仕
事で出会いを広めたい」、という人もいれば、「給料で好きなものを自由に買えるようになった」、「給料で家族に
プレゼントをする」、「仕事を通じて社会貢献したい」という人もいるでしょう。働くことに前向きな目標をもって、
積極的に取り組む気持ちが「就労意欲」だと言えます。
　障害の困難さを抱えながらの就労は想像以上に大変です。障害のある職員はその状況の中でも働きたい気持ち
に向き合い、社会人としての自立と成長を果たしています。障害のある職員の働く姿を見て、同じ職場で共に働
く職員もまた真摯な気持ちで働くことに向き合いたいと思わされます。このことが何よりも障害のある職員の力
になり、協働の職場の醸成に繋がっています。　　　　　　　　　　　　　　　　（業務支援室副室長　濵野康子）

「皆さんにとって、『働くとは…』どのようなことですか？」

T.H
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業務支援室は学内各部署の障害者雇用に関する相談窓口として、採用から定着までのサポートを担当しています。
職員への障害者雇用レクチャー、採用イベント開催、支援機関連携など、幅広く対応しています。

京都大学業務支援室の役割 2 　障害者雇用の促進

●  業務体験＆面談会の実施　
本学主催の採用マッチングイベント。学内の採用予定部署と、当室と連携関係にあ
る就労支援機関に通所している障害のある求職者をマッチングしています。イベン
ト当日には、事務ワークなどの業務体験と部署の人事担当者との面談を行います。
マッチングが成立した部署と障害のある求職者が職場実習を経て、双方の協議によ
り、雇用・就労の判断をします。2019 年以降、20 名を超える方がこの採用方式で
雇用され、様々な部署で職員として活躍しています。

●  各部署で働く障害者雇用職員と雇用部署の双方から、
職場での課題や不安解消など、あらゆる相談に随時対応
しています。また、採用から一定期間は就労支援機関の
訪問面談に同席して、就労定着の安定を図っています。
相談は職務上の課題について、障害特性の理解と合理的
配慮の調整が可能な範囲で行っています。仕事以外の生
活に関することは、支援機関に対応を求めます。

　先日、障害者就業・生活支援センターと京都障害者雇用企業サポートセンター主催のセミナー「精神障害・発達障害
のある従業員の雇用管理の実際」に参加しました。セミナーでは、京都市と出雲市の企業において障害者雇用枠で採用
されたそれぞれ１名から、入社の経緯や働くうえで良かったこと、苦労したことについて発表がありました。どちらの
事例でも一つ一つの壁を時間をかけて何とか乗り越えて来られたようですが、発表者に共通していたことは、自身の障
害特性をオープンにすることで初めて配慮が得られたこと、仕事や職場に対する不安な点があれば相談できる担当者が
居ることと、その不安な点を解消できる知恵を絞った提案が雇用側からなされたことでした。
　雇用側は、障害者雇用というとどこかハードルが高いような印象を持ってしまいがちですが、決してそうではなく、
一般雇用者を含めて大切なことは、働くその人をよく知ろうとすること、その人の能力や特性に応じて力が発揮しやす
い環境を整えることが重要です。障害のある人の能力や特性を把握するには少し時間がかかるかも知れませんが、何か
困ったり問題を感じた際に諦めたり放置したりせず、丁寧な聞き取り等を行うことで、各自がもともと持っている働く
ことに対する意欲の芽を育てていける、そんな環境作りの大切さを学んだセミナーでした。　　（指導担当　東　敏樹）

障害者雇用企業向けセミナー「精神障害・発達障害のある従業員の雇用管理の実際」レポート学外の動き

部局採用
採用部署の一般職員と同
じ職場で、事務補助を中
心とした仕事に従事。

●  障害者合同企業説明会（面接会）に参加
年 2 回、京都労働局とハローワーク等の主催で開催されている障害のある求職者
向け「障害者合同企業説明会（旧面接会）」に参加しています。本学全体の障害者
雇用窓口として、障害のある求職者への本学の説明及びその後の採用過程をサポー
トしています。

●  業務支援室では、「仕事・働き続けること」を念頭に
置き、「支援」ではなく、「配慮」の観点で定着サポートを
行います。本当に必要な「合理的配慮」を求め、雇用側と
具体的な協議をすることにより、安心して長く働くことが
できます。
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配慮支援
障害者雇用
配慮を求めて

働く

福祉的就労
支援を受けて

働く
≠

支援者が、障害で困った
ことが起こらないように
本人の手助けを常にする

本人が、仕事をする上で
起こった困りごとを職場
に申し出て、相談する

福祉サービス・支援 合理的配慮
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　業務支援室では合理的配慮の一環として、京都大学の様々な部署で働く障害者雇用
職員の交流を目的としたランチタイム交流会を月 1 回のペースで開催しています。
　「障害者雇用枠で採用いただいている人は、各人の性格にもよるでしょうが、業務
量や内容に配慮いただいていることに何かしらの『後ろめたさ』を感じているととも
に、職場でどこか『お客さん的』な受け止め方をされていると感じていることがある
のではないでしょうか。」これは障害者雇用の方から届いたメールの一文です。障害
者雇用で働く方々の多くは、どこかで疎外感や孤独を感じています。特に何かあった
わけでは無く、「自分だけが障害者雇用」であるという、何となくの引け目から生じ
ているのだとメールの内容から見えてきます。
　現状、障害者雇用者は各掛に 1 名配置が多く、「周りの方は忙しくされていて、ちょっ
とした相談や会話をするタイミングが分からない（できない）」という声をよく耳に
していました。そこで、2023 年 10 月より、昼休憩を活用したランチタイム交流会を
試験的に開催してみたところ、2 月 21 日に第 5 回が終了しましたが、初回より多く
の方に参加いただき予想以上の手ごたえを感じているところです。障害者雇用ならで
はの悩み、体調の事などをざっくばらんに会話されており、終始笑い声が絶えない時
間となっています。
　また、本学の障害者雇用の現状や課題について当事者目線で率直な意見が交わされ
ることもあり、今後はそうした意見を集約し、よりよい雇用や定着に繋げられるよう
な集いにしたいと考えています。　　　　　　（部局相談・採用担当　井上　麻希）　

定着サポート：ランチタイム交流会

第 5 回（2 月 21 日）

第 1 回（10 月 25 日）

交流会の様子

12 月 25 日には桂地区
（工学研究科）でも初の
ランチタイム交流会を
開催しました。桂地区
で働く障害者雇用職員 4
名が集まり、歓談しま
した。

ランチタイム交流会を開催いただいて本当
にありがとうございます。当事者間でしか
理解しえないことを共感・情報共有ができ
ることで、みんなで肯定的に前進する機会
をいただけていることに本当に感謝しま
す。当事者間のピア・ミーティング（カウ
ンセリング）は効果絶大だと思います。

ランチタイム交流会では他部局で
働いておられる方の話を聞いたり、

「この悩みって私だけ？」という事
を相談したり、皆、意外にあるあ
る だ っ た り … 気 持 ち の リ フ レ ッ
シュになり、毎月楽しみにしてお
ります。

普段は一人で昼食を食べ
ているのですが、ランチ
タイム交流会では楽しく
会話ができ、いつもと違
うお昼の過ごし方ができ
ています。

第３号を発行することが出来ました。
業務支援室には毎号載せたい事が沢山
ありますが、スペースは有限なのでい
つも悩みます。まずは発行を続けて、
今後は気軽に読めるコラムや各部局で
働く障害者雇用職員の体験記なども掲
載していきたいです。（広報担当 S）

・同じように部局で働く人たちと悩みが共有できて
勇気づけられました。
・皆さんと出会うことが出来てとても幸せです。今
後ともどうぞよろしくお願いします。
・自分と同じ立場の方と定期的に交流させていただ
き、よいリフレッシュの機会となっています。

参加者の声

第 3 回（12 月 20 日）

京都大学業務支援室の役割 2 　障害者雇用の促進
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